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人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
で
あ
り
、
平
等
で
あ
る

い
か
な
る
国
や
個
人
も
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ

絶
対
に
こ
れ
を
侵
す
こ
と
は
で
き
な
い

幾
多
の
試
練
と
犠
牲
の
も
と
に

日
本
国
憲
法
と
世
界
人
権
宣
言
は

こ
の
人
類
普
遍
の
原
理
を
あ
ら
わ
し

人
権
の
尊
重
が

国
際
社
会
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

今
日
、
我
が
国
社
会
の
実
情
は

い
ま
だ
に
差
別
意
識
と
偏
見
が

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
深
く
根
づ
き

部
落
差
別
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は
じ
め

障
害
者
、
女
性
、
先
住
民
族
、
外
国
人
へ
の
差
別
な
ど

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
間
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
か

人
間
が
つ
く
り
あ
げ
た
差
別
は

人
間
の
理
性
と
良
心
に
よ
っ
て

必
ず
や
解
消
で
き
る
こ
と
を

我
々
は
確
信
す
る

平
和
で
心
ゆ
た
か
な

人
間
尊
重
の
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
品
川
区
は

『
人
権
尊
重
都
市
品
川
』
を
宣
言
し

差
別
の
実
態
の
解
消
に
努
め

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
啓
発
と
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
を

こ
こ
に
誓
う

制
定
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
四
月
二
十
八
日

5
月
1
日
か
ら
7
日
は

憲
法
週
間
で
す

定員／1,100人（抽選）
申込方法／4月15日㈮（消印
有効）までに、往復はがき（1
枚で2人まで）で参加人数、代
表者の郵便番号・住所・氏名（ふ
りがな）・電話番号、参加者の
氏名（ふりがな）を人権啓発
課（〠140－0013南大井3－7
－10）へ
※抽選結果は4月末発送予定。

東京の工場を閉鎖し、残りの人生を北海
道で過ごそうと決意した篤史と良子の
夫婦。仕事一筋だった篤史は手持ちぶ
さたになってしまうが、良子は家を囲
む石塀作りを頼む。ある日、良子が心
臓病を悪化させて他界してしまったこ
とをきっかけに絶望し、心を閉ざした

篤史だったが、彼女が死の直前につづった自分宛の手紙を読んだことを
きっかけに、疎遠だった娘や周囲の人々との関わりを取り戻していく…。
出演／佐藤浩市、樋口可南子、北川景子　他　※字幕付き。

講師／宮本隆治（フリーアナウ
ンサー）
　元ＮＨＫアナウンサーとして
数々の名物番組を担当し、現在
もフリーアナウンサーとして活
躍している宮本隆治氏。
　これまでの経験から人権にも
ふれながら、ユーモアたっぷり
にお話しいただきます。
※手話通訳・要約筆記付き。

5月12日㈭ 午後1時開演
（午後0時30分開場） きゅりあん8階大ホール（大井町駅前）

ⓒ2015「愛を積むひと」製作委員会

考えよう　相手の気持ち
育てよう　思いやりの心

講演 ゆとり・ユーモア・帰りは元気！ 映画

 講演と映画
のつどい

憲法週間記念

　

5
月
3
日
の
憲
法
記
念
日
は
、
昭
和
22
年
5
月

3
日
に
施
行
さ
れ
た
「
日
本
国
憲
法
」
を
記
念
し

て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
含
む
5
月
1
日

か
ら
7
日
ま
で
の
一
週
間
が
「
憲
法
週
間
」
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
、「
国
民
主
権
」、「
平
和
主
義
」

と
と
も
に
「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
を
大
き
な

柱
と
し
て
い
ま
す
。
憲
法
第
11
条
は
、「
国
民
は
、

す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な

い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権

は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、

現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。」
と
人

権
保
障
の
基
本
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

人
が
人
生
を
送
り
、
そ
し
て
他
人
と
関
わ
り
合

う
中
で
、
決
し
て
侵
し
て
は
な
ら
な
い
人
と
し
て

の
権
利
が
人
権
で
す
。

　

そ
の
権
利
を
守
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
人
権
の
み
な
ら
ず
、
相
手
の
気
持
ち
を
考

え
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
行
動
し
、
自
分
の

権
利
と
同
じ
よ
う
に
他
人
の
権
利
も
認
め
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

区
で
は
、
人
間
尊
重
の
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
「
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
」
を
制
定
し
、
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
5
月
12
日
に
「
憲
法
週

間
記
念
講
演
と
映
画
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

みみんんななでで
築築ここうう
人人権権のの世世

紀紀

品川区ツイッター
アカウント／shinagawacity

※機種によっては正しく表示されない場合があります。 スマートフォン用 携帯電話用

●毎
月1・11・21日

発
行
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古紙配合率80％再生紙を使用しています

　毎年秋に開催する「人権啓発・社会同和教育講座」は、同和問題を軸に様々な人権について学ぶ機会としています。
　昨年の講座Ⅰでは、「あなたと共に生きる」をテーマに、昼コースは「ある精肉店のはなし」など3講座、夜コースは「全国
水平社創立宣言を世界の記憶に」など3講座を開催しました。
　また、講座Ⅱでは、東京都中央卸売市場食肉市場で「食肉市場の歴史と人権」を学び、と場の見学と職員との懇談を行いました。
そこに参加された方の感想として「現場で作業されている方の職人意識に感銘を受けました。」「作業に関わっている方々の仕
事の技もさることながら、体力や気持ちの持ち方など誇りをもっている様子を感じました。」などの声が寄せられました。

　人権が尊重される社会をめざして、今年も9月から11月にかけて ｢人権啓発・社会同和教育講座｣ を開催する予定です。皆さんの
積極的な参加をお待ちしています。

人権啓発課では、人権問題を正しく理解していただくため、同和問題をはじめ、セクハラなどの様々な
人権啓発DVD・ビデオや人権啓発パネルを貸し出ししています。勉強会や研修会でご活用ください。
※詳しくは区ホームページをご覧ください。

人権啓発・
社会同和
教育講座

人権尊重の
社会を築く
ために

　人はみな誰しもが、幸せに暮らしたいと考
えています。この幸せを願う気持ちをお互い
に思いやることこそ、人権を尊重することで
はないでしょうか。
　しかし残念なことに、子どもや高齢者・障害
者への虐待、配偶者などからの暴力、障害が
ある人や外国人に対する偏見や同和地区出身
の人に対する差別など、私たちの身のまわり
には様々な人権問題があります。また最近で
は、インターネットを悪用した人権侵害、性的
少数者への偏見やヘイトスピーチなど、人権
問題はより複雑化し多様化しています。
　差別は、差別される人にとって、本人には全
く責任のないことで苦しめられるという極め

て不当な行為です。
　そして差別することは、差別される人を傷
つけるばかりか、差別する人の人間性をも損
ねてしまう行為なのです。
　区は、23区唯一の「人権尊重都市品川宣
言」を制定し、様々な施策の中に生かして人
権啓発や人権教育を推進してきました。この
宣言にこめられた思いを胸に、私たち一人ひ
とりが人権を尊重することの重要性を正しく
理解し、他人の人権に配慮した行動がとれる
よう、相手の気持ちを考え、思いやることの大
切さを認識していきましょう。
　人権問題の解決は、私たち一人ひとりの意
識や行動から始まります。

問い合わせ／文化観光課生涯学習係☎5742－6837

DVD・ビデオ・パネルを
貸し出します

考えよう
人権のこと

同和問題の解決のために
　わが国の発展の歴史の中で形づくられた身分階層構造に由来する差別、
いわゆる部落差別によって、長い間経済的、社会的、文化的に低い状態
を強いられて基本的人権を侵されてきた人々がいます。これらの人々は、
今なお、結婚を妨げられたり、就職で不公平に扱われたり、そのほか日常
生活の上で差別を受けることがあります。これが「同和問題」と言われる
もので、「部落問題」「部落差別」などとも言われ、深刻な人権問題である
とともに重大な社会問題です。
　「東京に部落はない」「部落差別は昔の話」と思っている人もいるので
はないでしょうか。しかし、東京でも同和地区出身かどうか調査をされた
り、「○○は同和地区ですか」などの土地調査事件が現実に起きています。
これでは、同和地区の出身者が地域で安心して自分らしく暮らすことはで
きません。
　安心して暮らせる差別のない社会をめざすには、同和問題を正しく理
解し、差別を「しない」「させない」「許さない」という視点に立って、私
たち一人ひとりが問題の解決に努力することが必要です。

許さない　差別落書き
　一昨年12月に、区内の駅に掲示されているポスターに、外国人を誹

ひ ぼ う

謗中
傷する落書きが発見されました。これまでも区内外の公共施設や路上で、
人の心を傷つけるような内容の差別落書きが発見されています。
　差別落書きとは、その行為自体が公共の建物や設備を傷つけるだけで
なく、差別をあおり立てることで、人の心を深く傷つける卑劣な行為であ
るとともに、あらゆる偏見や差別をなくすため推進している人権啓発の取
り組みを損ねるもので、決して許すことのできないものです。
　誰もが、お互いの人権が尊重され、安心して暮らせる、心ゆたかな地
域社会の実現を願っているはずです。そうした社会の実現のためには、私
たち一人ひとりが、人権意識を高めていく必要があるのではないでしょう
か。

許しません！戸籍・住民票の不正取得
　相続などの手続きの際には、戸籍証明などの請求を専門家に依頼する
ことがあります。国家資格を持つ弁護士、司法書士、土地家屋調査士、
税理士、社会保険労務士、弁理士、海事代理人、行政書士の８士業には、
依頼者に代わり「職務上請求用紙」を使って戸籍証明などを請求する場合、
委任状は不要であるなどの特例が認められています。この職務上の権限
を悪用して戸籍証明や住民票を大量に不正取得し、売買する事件が起き
ています。
　こうして不正に取得した個人情報は一部の悪質な探偵業者などを通じ
て、身元調査に利用されています。
　このような身元調査は、差別意識を持って調査を依頼しようとする人に
一番問題があると言えますが、私たちもそのような調査には協力しないと、
態度や行動で表していくことが大切です。

■個人情報保護のため審査を厳格に行います
　戸籍証明などの発行に際しては、交付請求者の本人確認を行うととも
にその請求理由を審査し、個人情報の保護に努めています。区では、引
き続き窓口の混雑緩和に努めるとともに、戸籍証明などの大量不正取得
事件を踏まえ、不正が疑われる交付請求については警告を発するシステ
ムを導入するなど、審査体制を厳格化し、不正取得を行った士業者には
区からも申し入れを行います。
◎偽造有印私文書行使罪＜刑法第159条・161条（3月以上5年以下の懲役）＞
◎不正手段により戸籍謄本等の交付を受けた者に対する罰則＜戸籍法第
133条（30万円以下の罰金）＞

〔不正請求事件に対する基本方針について〕
　区では、職務上請求書を悪用した不正請求に対し、厳格な対応を行
うため基本方針を定めています。不正請求の事実が確定した場合、被
害者の方へ不正請求の事実を告知し、さらに、所属団体へ法令遵守お
よび再発防止策の強化を要請します。
問い合わせ／戸籍住民課戸籍証明係☎5742－6659  住民票係☎5742－6660

同和問題の解決のために 許しません！戸籍・住民票の不正取得

許さない　差別落書き


